2014年12月6日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第12章6～20節
・勉強：第17章4節

 前回はマントラについて話しましたが、その講話をテキスト化したものが協会のホームページにアップロードされています。

今日の参加者の中で、それを見た方は何人いますか?

ここインド大使館でのバガヴァッド・ギーターの講話は、過去のものもテープ起こしされていて、文章として協会のホームページで見ることができます。

この講話を一回聞いただけですべてを記憶して理解できればいいですが、普通は正確なメモを取ることも難しいと思います。
ですから私は協会ホームページの講話録を見ることをお勧めしますし、せっかくアップされているのにそれを活用しないのはもったいないと思います。
前回のマントラの説明を補足しますが、まずマントラはゆっくりと正確に唱えてください。

マントラを速く唱えれば同じ時間でも多くの回数を唱えることができ、早く効果が現れると考える人もいますが、それは間違いです。

集中してマントラを唱えることが一番大事なのであり、速く唱えると心も速く動き他のことを考えてしまうので、ゆっくり唱えないと集中はできないのです。
これは私の経験からお話ししています。

集中しないでマントラを早口で1万回唱えても結果はゼロで、それよりは集中して500回唱えるほうがはるかに良いのです。

もうひとつ補足しますが、マントラに関して日本の仏教とヒンズー教は違います。

日本の仏教の実践には二種類あり、マントラ(お経やお題目)を唱える時はそれだけを行い、瞑想する時は禅宗の座禅のように、これもまたそれだけを行います。

マントラと瞑想は別のものだと考えられています。

これに対してヒンズー教では、マントラを唱えながら瞑想します。
このように両方を併せて行うのは、日本の仏教には見られないヒンズー教の伝統です。

もちろんヒンズー教でも、マントラを唱えずにただ瞑想することはあります。

しかしジャパ(マントラを繰り返し唱える)の時は、必ずマントラの神に心を集中しなければならず、これはマントラを唱えながらの瞑想です。

ヒンズー教にはマントラを唱えない瞑想と、マントラを唱えながらの瞑想の両方があるのです。

さてこれまで第4章の要約を続けていますが、今日はヤッギャー(Yajna)について話します。

ヤッギャーを表す適切な日本語はなんでしょうか?
英語でヤッギャーを表現するなら、サクリファイス(sacrifice)がそれに当たるのですが、

英語のサクリファイスを辞書で調べると、二つの意味があります。

まずひとつは、
与えたものの価値以上の見返りを期待しながら、他者に何らかのものを与える行為
という意味です。

お金や力を使う時、使ったもの以上の見返りを期待するのがサクリファイスです。
たとえば「私は心身すべてを自分の家族に捧げた」と言う場合、子供が成長した時に自分の老後の面倒を見てもらいたい、という期待が込められています。

これが英語サクリファイスのごく普通の意味ですが、日本語で「犠牲」と直訳してしまうと、「犠牲」には見返りを求めるというニュアンスはないので、この最初の意味のサクリファイスをぴったりと表現する日本語はないのかも知れません。

サクリファイスのもうひとつの意味は、

神に捧げものをする

ということであり、これがヤッギャーのことです。

このサクリファイスの二番目の意味(ヤッギャー)を日本語で表現するなら、どんな言葉がいいでしょうか?

もちろんヤッギャーは儀式なので、「神にお供えをする儀式」ということですが、何かこれを表す適切なひと言はありませんか?

供犠という言葉もあるようですが、いずれにしてもヤッギャーは「神に捧げものをする」という意味であり、さらに多くの場合火を焚いて捧げものをするのがヤッギャーの特徴です。

この火を焚く儀式をホーマ(護摩)と言います。
火を使わないヤッギャーもありますが、火を焚くことが普通であり、ヤッギャーという言葉からほとんどの人が連想するのはホーマです。
バガヴァッド・ギーター第4章23～33節には、ヤッギャーについてのいろいろなアイデアが書かれていますが、そのうちの24～30節では12種類のヤッギャーが説明されています。

この第4章のタイトルは「ギャーナ・ヨーガ」なのに、なぜこの章に儀式であるヤッギャー(ホーマ)のことが書かれているのでしょうか。
ギャーナ(知識)には、パラギャーナ(parajnana:霊的知識)とアパラギャーナ(aparajnana:世俗的知識)の二種類があります。
聖典の中の「知識」という言葉は霊的な知識(真理)のことであり、バクティ・ヨーガやカルマ・ヨーガで使われる「知識」もすべて霊的な知識を意味します。

しかしギャーナ・ヨーガにおける「知識」は特別な意味を持ちます。
ブラフマン(神:絶対の真理)・宇宙・生き物(個人的アートマン)、そしてこれら三者の関係についての知識
が、ギャーナ・ヨーガにおける「知識」(霊的な知識)のことです。
古いヴェーダの時代、ヤッギャーは日常的に普通に行われていました。

ヴェーダ聖典は儀式やその手順について書かれたカルマ・カンダ(Karma-Kanda)と、哲学について書かれたギャーナ・カンダ(Jnana-Kanda)の二つの部分から成り立っています。

このうちカルマ・カンダの大部分が、ヤッギャーやホーマを執り行う手順に関するとても詳細な記述で占められています。
このような儀式に関する詳しく膨大な説明は、何のために必要だったのでしょうか。
昔も今も、皆さんは多くの欲望を抱えています。

現代は欲望を満たす手段はいろいろあるのですが、昔はその選択肢は多くありませんでした。

昔の人は神を喜ばせることによって、自分の欲望を満たそうと考えました。
現代ではお金があればかなりの程度欲望を満たすことができますが、お金を使ってもそれができない場合は、現代人でも神頼みをすることがあります。

八幡宮に行けば、現代人でも結婚、子供、病気からの快復、などに関してたくさん祈願をしていることがわかります。

「苦しい時の神頼み」だけに限らず、普通の方法で満たすことのできない欲望を、神に頼ることで満足させようとします。

これはインドでも同じで、ドキシネッショル寺院に行けば、紙や時には壁に鉛筆で書かれた祈願の言葉が数多く見られます。
現代より欲望を満たす方法の少なかった昔は、人々は神の超能力を頼って願い事をしました。
しかし一方的に神に祈るだけではだめで、そこにはギブ・アンド・テイクの取引が必要であるということも、昔の人は知っていました。

ですから願い事をする時は、同時に神に捧げものをしたのです。

このような理由で昔はヤッギャーは日常的に行われており、バガヴァッド・ギーターの書かれた時代でもヤッギャーは頻繁に行われていました。

儀式(ヤッギャー)と知識(ギャーナ)は、本来対立する概念です。

儀式は欲望を叶えることを目的としており、いっぽう知識(哲学)の実践は欲望を捨てて無執着になり、真理を悟ることが目的です。

儀式を行いながら、真理を悟ることは可能でしょうか?
ヤッギャーとギャーナは両立するでしょうか?
儀式はカルマです。

ヒンズー教の聖典の中にカルマという言葉が出てきますが、多くの人がこの言葉について混乱しているので少し説明します。
カルマには二つの意味がありますが、まずひとつの意味は、
行為及びその結果
のことです。
行為そのものは分かると思いますが、「行為の結果」というのは、良い悪いにかかわらず同じことを繰り返し考えたり、繰り返し行ったりした結果、その行為者の中に形成されるある傾向(サムスカーラ)のことを意味します。
「行為及びその結果」がカルマのひとつの意味ですが、この言葉のもうひとつの意味が、

儀式

のことです。
ヴェーダ聖典を二つの部分に分けて、そのひとつをカルマ・カンダと呼ぶ時のカルマという言葉は、儀式を表しています。
皆さんも聖典の勉強してカルマという言葉に出会った時は、それがどの意味で使われているのかを、文脈から判断しなければいけません。

またカルマにはサカーマ・カルマ(Sakama Karma)とニシュカーマ・カルマ(Nishkama Karma)の二つがあります。

欲望を伴った行為(サカーマ・カルマ)と、欲望を伴わない行為(ニシュカーマ・カルマ)です。

たとえば他人の世話をするということも行為なのでカルマですが、自分のためではなく人のために行われる非利己的な働きなので、ニシュカーマ・カルマです。
カーマは欲望のことであり、[ニ]は否定の接頭辞です。
一般的に使われるカルマは欲望を伴ったサカーマ・カルマですが、聖典の中ではサカーマ・カルマとニシュカーマ・カルマをいつもはっきり区別しているわけではなく、単に「カルマ」と書かれることが多いのです。
ですからある箇所で使われている「カルマ」という言葉がサカーマ・カルマなのか、それともニシュカーマ・カルマなのかについても、読む側がきちんと理解しないと混乱してしまいます。
たとえばシャンカラチャーリヤは絶えずカルマを批判していました。

シャンカラチャーリヤの書いた注釈書を読むと、「カルマを行うならばあなたは真理を悟ることができない」という言葉が頻繁に出てきます。

普通のカルマは欲望を満足させるために行われ、いっぽう真理を悟ることは欲望を放棄しなければ不可能です。

また普通のカルマは体・心・感覚・エゴに関係して始まりますが、悟るべき内なる自己はこれら体・心・感覚・エゴとは無関係です。
ここで普通のカルマという表現を使ったことに注意してほしいのですが、シャンカラチャーリヤの批判するカルマとはサカーマ・カルマのことなのです。
欲望がある間は真理は悟れませんが、ニシュカーマ・カルマは悟りの妨げにはなりません。

ニシュカーマ・カルマは欲望を伴わない行為のことであると言いましたが、

私の体・心・感覚は働くが、私の本性はアートマンなので私は働かず、仕事とも関係ない

というギャーナ・ヨーガの視点で行為することも、ニシュカーマ・カルマと言えます。

シャンカラチャーリヤも、ニシュカーマ・カルマによって心は純粋になり悟りに近づける、と考えています。

皆さんも聖典の勉強をする時は、カルマについて間違って解釈しないように注意してください。
さて、昔の人達はどんな目的でヤッギャーをしたのか、これから説明します。

・家系の存続のため息子の誕生を願う

・領土の拡大

・敵を打ち負かす

・より多くの富、世俗的な楽しみのため

・自然災害からの救済
(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かんばつ),旱魃)時の雨乞いなど：現在のインドでもこの種のヤッギャーは存在する)

　　・病気快復
　　・罪の消滅(今生・前世)

　　・天国に行くため
現代人は、この世界にはなくて天国でしか手に入らない楽しみがある、とはあまり考えませんが、コーラン、聖書、ヒンズー聖典などの昔の聖典には天国での世俗的な楽しみが詳しく書かれていて、昔の人はそれを信じていました。

天国では食べ物、飲み物、すべて無料であり、そこでは病気もありません。

天国に行けなければ地獄に堕ちてしまうので、昔の人はそれを恐れていました。

いっぽう現代人にとって地獄はそれほど現実的なものではなく、あまり怖くないようです。

ヒンズー教における天国のアイデアで面白いのは、この世では赤ん坊で生まれて、成長して、老いて、病気になる、というプロセスを経るのに対して、天国では子供の状態はなく、最初から最後まで常に若々しいままでいて、老化も病気もないという点です。
そしていったん天国に入るとそこに定住して、そこから再び出ることはありません。

ヤッギャーには毎日休まずに続けるヤッギャーと、時折行うヤッギャーがあります。

毎日行うヤッギャーのひとつに、アグニホートリ・ヤッギャー(Agnihotri　Yajna)があります。
これは祭祀者(ブラーミン)の自宅の部屋の祭壇に火を絶やさずに焚き続け、毎日その火に捧げものをする、というヤッギャーです。これは現代のインドでも行われています。

代表的なヤッギャーの種類をいくつか紹介します。

・Ahswamedha(アシュワメーダ：馬祠祭)
ベナレスのガンジス河のほとりに、有名なダシャアシュワメーダ(Dashashwamedha)階段という名の石段があり、古代そこでブラフマー神が10頭の馬を殺して火に捧げるヤッギャーを行った、という言い伝えがあります。
アシュワは馬、ダシャは10という意味です。

・Rajasuya(ラージャスーヤ)
王が敵を打ち負かしたのち、戦勝を記念して行うヤッギャーです。
マハーバーラタ叙事詩の中にこの例がありますが、パーンダヴァ族は戦いでカウラヴァ族に勝利した後、ラージャスーヤ・ヤッギャーを行いました。
・Putreshti(プットレシュティ)
息子を望む人が行うヤッギャーです。

ラーマーヤナ叙事詩の記述では、ラーマ神の父であるダシャラタはこのヤッギャーを行い、ラーマを含めて4人の子供を授かりました。

誰に捧げてヤッギャーを行うかについて、5つの種類があります。
・Ahuta Yajna(アフータ・ヤッギャー)　
　　  ブラフマン(Brahman)に捧げる

・Huta Yajna(フータ・ヤッギャー)　
　　  神々(Deva:たとえばインドラ、ヴィシュヌ、アグニ、ルッドラ等)に捧げる

・Prahuta Yajna(プラフータ・ヤッギャー)　　　
　　  幽霊(Preta)に捧げる

・Brahmahuta Yajna(ブラフマフータ・ヤッギャー)
      人間(Manusha)に捧げる

・Prashita Yajna(プラシータ・ヤッギャー)　
　　  先祖(Pitripurusha)に捧げる

　
幽霊に捧げて行うプラフータ・ヤッギャーについて説明しますが、幽霊も特別な能力を持っていますし、幽霊を信仰している人もいます。
第17章4節を見てください。

サットワの性質を持つ者は、諸天善神を礼拝し、ラジャス性質を持つ者は、魔神鬼神の類を拝み、タマスの性質をもつ者は、死霊や幽鬼を拝む。

タマス的な性質の持ち主は幽霊を礼拝するのです。

黒魔術(Black Magic)は日本にもあると思いますが、これを執り行う人は依頼者の願いを叶えるため、幽霊に捧げるヤッギャーを行います。
幽霊は邪霊なので、これは大変危険なことです。

神を喜ばせることに比べると、幽霊を喜ばせることのほうが容易ですが、もしコントロールできない場合、依頼者のほうに災いが降りかかってきます。

次にヤッギャーにかける時間は1日、3日、1週間、或いはそれ以上の長期間などいろいろあります。

1日かけて行うヤッギャーの例としては、アグニストーマ・ヤッギャー(Agnistoma Yajana)があります。
ヤッギャーの主宰者で、プロの祭祀者(礼拝者)に儀式の執行を依頼する施主(家住者)のことを、ヤジャマーナ(Yajamana)と言います。
儀式にはヤジャマーナは必ず出席しなければならず、時にはその妻も同席しなければいけないこともあります。

実際に儀式を執行する祭祀者を、ヤージャカ(Yajaka)或いはリッティカ(Ritwika)と言います。

ヤージャカやリッティカは、プロになるためにとても厳しいトレーニングをしなければなりません。
何故ならヤッギャーの儀式の準備や手順は大変複雑で、覚えなければならないことがたくさんあるからです。

ヤッギャーによっては一人ではなく、二人以上のヤージャカやリッティカ、時には10人以上で行われる場合があります。

護摩壇はヤッギャ・クンダ(Yajna Kunda)と言います。

護摩壇はその寸法(幅・奥行・高さ)、どれだけの数のレンガを使うか、どんなサイズのレンガを使うか、などとても厳密に細かく決められています。
ヤッギャーの種類によって、使われる護摩壇の種類も違います。
護摩壇で火にくべられる木材のことを、サミーダ(Samidha)と言います。
サミーダについても寸法、材質について厳密な決まりがあります。

ホーマの儀式で唱えられるマントラも、その順番がきちんと決められています。

ホーマで使われる火をどこから持ってくるかも決まっています。

ひとつは先ほどアグニホートリ・ヤッギャーのところで説明した、祭祀者の自宅で毎日絶えず焚き続けられている火です。
もうひとつは二つの木片をこすり合わせて起こす火です。

私もインドでラーマクリシュナミッションの大きな寺院のオープニングセレモニーで、プロの祭祀者が何度も木片をこすり合わせて火を起こすのを見ました。

この火を起こすために使われる木片には特別な名前があり、アラニカシュタ(Aranikasta)と言います。
ホーマでは火を焚きマントラを唱え神を招来するのですが、なぜ火を使うのでしょうか?

それは、火が捧げものを神のもとへ運ぶ、と考えられているからです。

インドラ、ルッドラ、或いはマザー・カーリーなど、ホーマを捧げる神に応じて、唱えるマントラも変わります。

現在行われているホーマは、ヴェーダとタントラの両方の様式を合わせたものになっています。

古いヴェーダの伝統にのっとったホーマはヴォイディカ・ホーマ(Vaidika Homa)と呼ばれ、ずっと後の時代のタントラのホーマはタントリカ・ホーマ(Tantrika Homa)と呼ばれます。

ヴェーダとタントラの両方を合わせた現在のホーマでは、タントラの影響でマントラと一緒にムドラー(手印)が使われます。
私がいくつかムドラーの例をお見せします。

マザー・カーリーのプージャ(礼拝)で我々はホーマを行いますが、その時使われる火はマザー・カーリーの火(ドキシノカーリーカ・ナーマ・アグニ)と呼ばれます。

ドキシノカーリーカはカーリー女神、ナーマは名前、アグニは火のことです。

ホーマを捧げる対象によって火の名前も、インドラ・アグニ、ヴィシュヌ・アグニ、ラーマクリシュナ・アグニなどと呼ばれます。

最初にタントラのヴィージャ・マントラであるクリム(Klim)、そしてドキシノカーリーカ・ナーマ・アグニに呼びかけるマントラを唱えると同時に、ムドラーを結びます。
　　マザー・カーリーよ

こちらに来てください
　　　　　　ここに留まってください

　　　　　　私からの捧げものを受け取ってください

　　　　　　～～～～～～～～～～～～

　　(スワミが色々なマントラとともにそれに応じた手印を参加者に見せる)

このような神を呼ぶマントラを、アヌヴァッキャ・マントラ(Anuvakya Mantra)と言います。

供え物をする時に唱えるマントラは、ヤッジャー・マントラ(Yajya Mantra)と言います。
供え物としては大麦や米で作ったインド式のケーキ、精製バター(ギー:ghee)、ホットミルク、
ミルクとヨーグルトを混ぜたもの、ソーマという植物から作ったジュース(これを飲むと酔ったような状態になる)、時には酒や肉(山羊、馬、仔牛)などがあります。
そして供え物をするために長い柄杓が使われます。
ここで重要なのは、すべてのマントラは言葉もその発音も完璧に唱えなければならない、ということです。そうしないと逆効果になることがあります。

たとえば敵を殺すためのヤッギャーを行うと、護摩壇から悪魔が出現します。

マントラが完璧に唱えられていればその悪魔は敵を殺しますが、間違った唱え方をすると悪魔は儀式の依頼者を殺してしまいます。

そのため祭祀者は厳しい訓練を受けなければならず、アマチュアでは無理でプロでなければなりません。

最後にヤッギャーの重要な部分として、寄付(ダクシナー：Dakshina)があります。

寄付が行われないとヤッギャーは完結しません。

カタ・ウパニシャッドの中に、すべての財産を祭祀者やブラーミンに寄付するという条件でヤッギャーを依頼した、ナチケタの父の話があります。
その時代は牝牛が貴重な財産だったのでそれを寄付する約束だったのですが、ナチケタの父は元気な牝牛もいるのに、年老いて弱った牝牛(乳も出ず子も産めない)を寄付しようとしました。
これではヤッギャーの結果は出ません。
では誰に寄付をするのかというと、祭祀者、ブラーミン、賓客、貧しい人がその対象であり、祭祀者(礼拝者)だけではありません。
寄付として一番理想的なのでは金であり、それがなければ銀、それもなければお金となるのですが、貧しい人に対しては多くの寄付は求めません。
いっぽう、裕福なのにわずかしか寄付しない、というのもよくありません。
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